
″

耕

控讐
化′0

7 ヤ? 1 1
)′

ず7 ｀
1

＼

″
考/

紺平さんかわら服  平 成 14年 (2002年 )7胤  事ム漱窓んの目 (21圏 )創 刊母
n料押帥携印打ぉ1琳粋肋輔兜Ⅲ紬|“眼 Rげ出1嬬冊浦1卿船1輸密‖軍み弱;撒 胡軸部‖辞脳賜1瑠聯1粕抑脈|

翻駒鮒柵隅隅脚椰隅轍脇帥榊軸 柵榊岬精協総お 瑠古隅榊騨榊【鰍 赫職欄曲阻1穏 棚臨韓

V

マにまさあ

騒を満饉た飽

☆

麗
用
保
険
糊
輸
出
が
り
態
げ

☆

風
ト

ッ
プ

、
鱒
撤
磁

い

の
仕
事
を
通

さ
ん
の
無
駄

ま
し
た
。
本

に
無
駄
使
い

ノ
岬
き
の
よ

【

も

、
そ
れ

中

僕
は

あ

き

ヽ

lr,

ミ 偽肝品帥k喩 冊《鶴曲 闘

1欄湘冊盟紳服W狩榊4曲翻明脚胡1脳搬鞠鮒品紛脇 曲鯛鯛脚 触職胞却瑠地

ひ
穏
ユ
が
リ
ン
鮮
黎

帥



守El打 打扇うに lヽl

末lT村IF子=弥靴r府

r h ~ 0 5 2  7 5 7 - ' 9 , S

rく。1′horOf)h l(。w11。1(,「ロ

地
味
な
活
動
で
す
が
、
頑

張
り
ま
す

。
政

権
交
代
が
実
現
す
れ
ば
、
無
駄
使

い
左
な

＜
す

動
き
は
か
な

リ
ス
ピ

ー

ド

ア

ツ
プ

す
る
と
用
い
ま
す
。
政
権
交
代

を
実

現
す

る
た
め
に
、
き
さ

′―ン
ヽ
応

援
よ

る
し

く
お

願
い
し
ま
す
。

☆

覇
務
所
に
気
謡
縄
総
議
じ
く
だ
器
伸

僕
の
事
め
助
ほ
□
泰
寺
参
遵
の
正
面

（広
小
路
通

り
沿
い
、
覚
王
山
プ
ラ
ザ
一
一階
）
で
す
。
弘
法
さ

ん
に
お
出
で
の
際
は
、
気
軽
に
事
務
所
に
お
ヤ
拓
ャ

寄
り
く
だ
さ
い
。
雑
論
や
新
聞
に
出
て
い
る
僕
の

誇理
又
や
記
事
も
ご
覧
悼
け
ま
す
。
ど
う
で
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

酪ネス堪コ
打―十一―
来

党王| |プラザ

2‖皆]7‐号モ生

,神‖田中母じ静B輝甲時紀‖鴨RttH将― ― ちv

UFJ  弘



ド僻観中瑠職鞠 鶴 じ 各ャ
/

「偏施騰鰺伸鱗鰯榊中翻 ぷ伊選

騒

繊

撤

鶴

繊

麟

麟

鰯

騨

麟

襴

騒

麒

欄

鰯

爛

餓

縄

鞭

鯛

織

鑑

紹

麟

襴

麟

騨

縄
翻

翻

柵

撤

拙

織

欄

「」Jずる前に、ス|ッヽプ1無駄使いIJ

曲 犠 撫 っ 松 詠 舶 静 の ぁ 犠

縮 へ f

「インプラント」って間いたことぁりま
_lか
′
P

「インプラントJと は、取りはすじ式入

れ歯に代わる治磨法の「ことです。入れ歯は

歯ぐきに合わせて作った床と0寧ばれる土台
の上に人工の曲を取り付|り、その土台ごと

歯ぐきの上に棄f」て使しヽます。「インプラン

ト」は英語で 「1肝lplarl[三植えIJけるJと い

う篇味で、「人工歯根療法Jと も言われてい

ます。失ってしノまった歯の根に当たる部分

がlTJまっていたゎごの骨に人工の闘根を埋

め、その上に人工の曲を固定tノます。

入れ歯 (義曲)は 歯ぐきににかl‐tt立ての

|せてあるだ|りなので不費定です。「ィンプラ

ントJは l‐
~ご
の骨に直接固定され、人工の

出て8節む帳受」がそのままに骨にもほわり、

まる l_もともとの自分の曲のように感じる

ことができます。

'盛事の購、入れ簡と歯く者の間に食ベカスが

は基まる
。ぴつたり含うように作ったはずなのに草日の

中で簡単に動いたりする
。八ね′歯が象話の途中で丼れる
。入れ闘を洗う摘に中極して恥ずかしい思いを

する
コ入れ縮|こしてから、好物の疎が襲わった
。余謡中や、奨ったりすると入れ競が見えるの

が恥ずかしくて人前に出たくない
ス以前の自分の憾と同じように備える、pFlしい

簡がないか探して見える済

こんなお1岡ルをお持ちの皆さん、「インプラン

ト」在渦討し<だ さい, ドクター小野寺に3S気

韓にご十日11くださしヽ.
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